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公立学校に お ける特殊学級の 開設 と教育 目的 ・ 本質論革新の 可能性

　　　　　　　
一 19世紀末〜1910年代ア メ リ力都市公立 学校

岡 典子
＊ ・

中村満紀男
＊＊ ・吉井　　涼

＊

　本論文 の 目的は、20世紀転換期の ア メ リ カ 都市公 立学校 に お い て 顕著に み られ た学

業 ・行動 ・健康にお ける逸脱生徒に対 して、教育委員会 ・学校 ・教員等の 学校関係者

に よっ て な された教育的対処にお ける 目的 と本質を究明する こ とで ある 。 19世紀 末か

ら着手 されたの は混合学年学級で あ っ た。こ の 学級 は、学業不振児 を少人数の 個 別的

指導に よ り、通常学級に復帰 させ るこ と を目的 と し、ある程度の 成果は あ っ た もの の 、

逸脱生 徒の ゴ ミ捨て場になる傾向があ っ た 。 混合学年学級改善の 結果と して、精神薄

弱学級 、 盲学級、肢体不 自由児学級、戸外学級等が分化する こ とに な るが 、混合学年

学級の 必要性 とゴ ミ捨て 場化は解決 しな い ま まだ っ た 。 特殊学級入級の ス テ ィ グ マ 化

は 、学校関係者も認識 して お り、名称変更等の 改善策を とるが 、根本的な解決は困難

だ っ た 。 各種の 特殊学級の 目的は、障害者の
一

般社会へ の 社会適応が 基本で あ るが 、

精神薄弱児の よ うに 必ず し も関係者の 見解が
一致 しな い 障害カ テ ゴ リーもあ っ た 。 ま

た 、明白な障害はない が 、 何 らかの 逸脱が あ り、適応 困難な子 ど もに 関心 を示す臨床

家もい た が、そ の 場合 の 目的 も、円滑な社会適応 の 援助で あ っ た 。

キー ・
ワ
ー ド ：公 立 学校特殊学級　心 身の 逸脱

　　　　　　　学業不振　臨床心理

教育の 目的 と本 質　混合学年学級

は じめに

　 1．本論文の 目的 と方法

　20世紀転換期は ア メ リ カ社会に とっ て激動期

で あ り （本間 ［1982］ 7 ）、 障害児の 教 育に お

い て も、障害とそ の 周 辺状態 1 に ある子 ど もの

教 育 ・生 活問題に お い て 重要 な画期 となる。そ

の 第
一

は、従来の 寄宿制障害児教育機関の 変化

で ある 。 19世紀末に至 っ て聾唖院 と盲院は学校

教 育分野 に脱皮 ・上 昇 し、それ ぞれ聾学校 ・盲

学校とな っ たが 、 当初 school を名乗 っ た 白痴学

校 は大規模で隔離的な精神 薄弱者施設へ と変容

し、学校機能 は象徴 で あ りなが ら も縮小す る。

’
筑波大学大学院人間総合科学研究科

”
東 日本国際大学福祉環境 学 部

第二 は公立学校制度に障害児の 新 しい 教育の 場

で ある特殊学級が 開設 された こ とで あ り、1910

年代 まで に、障害児教育 にかかわ る基準や制度

が 州 や 都 市 の 教 育 行 政 に お い て 開 始 さ れ

（Martens ［1951］236 ；安藤 ［2001］ 141）、大

都市で は特殊教育制度 となる出発点 とな っ た 。

　20世紀転換期 ア メ リカ の 公立学校 は 、 農業国

か ら工業化 へ の 産業構造 の 転換、都市化に とも

な う人 口集中と都市行政の 混乱、移民 の 到 来と

社会下 層の 形成 を反映 し、文字通 り激動期にあ

っ た 。 義務就学の 強化
・怠学取 り締 まり、 学齢

児の 就労制 限に よる就学促進、児童保護 と就学

期間の 長期化 、 昼 間や フ ル タイ ム 以外の 多様 な

教育機会の 提供 に よ っ て 、 大都市の 公立学校は 、

多様で 多元 的な改革的対応 を迫 られ て い た 。
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つ は、移民 をは じめ とする就学者の 急増 と学校

の 多様化に よる学校 の 増設 と教育環境 の 衛生上

の 改善で あ っ た 。 第二 は 、 教員 の 供給 問題で あ

っ た 。 そ して 第三 に、多様 な就学者 にお ける学

業 ・行動 ・健康上の逸脱 に対す る具体的な教育

上 ・指導上 の 対応で あ っ た 。 こ の 対応か ら 、 障

害や状態の カ テ ゴ リーに基づ く新 しい 制度 と し

て の 特殊学級が分化 ・成立す る 。

　大都市の 公 立 学校で は、新種 の 特殊学級 の 開

設 に加 えて もう
一

つ 重要 な変化が 起 きて い た 。

1875年以降大都市公立学校に聾者の イ ニ シ ア テ

ィ ブ で 開設され て い た聾学校が 1880年代 に は口

話法へ 転換を開始 し 、 90年代に は 通 学制口話法

学校 と して 拡大 して い っ たの で ある。口話法へ

の転換 は、手話法 とい う聾者
・
聾学校お よび周

辺の 支持者に よ る従来の 小規模で 内部的な運動

で はな く、 拡大 した社会的支持 を基盤 とす る理

念 と方法を備えた 運動 に よ っ て 生 じて い た 。 し

かもこ の 口話法に よる公立通学制聾学校 の 拡大

は急激であ っ た もの の 、 20世紀初頭 には併用 法

を採用す る公立 聾学校が 出現す る よ うに な り、

再度 、 関係者の み の問題 に縮小 して い っ た 。

　20世紀転換期の 公立学校にお ける各種 の 特殊

学級開設 は、創始以来 の 障害児教育に お ける 貧

困問題 との 密接 な関係 も反映 して お り、特殊学

級運営 に は防貧政策と して の性 格が見 え隠れす

る 。 他方で 、 20世紀転換期は、ア メ リカに新興

の 中間層が成立 した時期で もあ っ た 。 そ れ は 、

障害児教育 に と っ て 二 重の 意味を もた ら した 。

一
つ は、従来の 貧困層や 下層以外の 新し い 需要

層が障害児の 教 育に お い て 生 じた こ と で ある 。

もう
一つ は 、 障害児の 教育に 関連 して 、 精神科

医師、ソ ーシ ャ ル ワ ーカー
や 心理学専門家等を

新 しい 専門職 とす る 中間層が 生 まれ た の で ある

（Wiebe ［1967］ 117−121）。 こ の 新興 中産層の な

かに特殊学級教員も含まれ る よ うに なる 。 新 し

い 教育需要 と中間 層 の 専門家の 出現 は 、 通学制

聾学校 にお ける手話法か ら口話法 へ の 転換や 、

他の 新 しい 種類の 特殊学級の 開設の 根拠 の提供

の よ うに、障害児教育 に 新 しい 様相を生ん だ と

思 わ れ る 。

　小論で は 、 公立学校で 生 じて い た子 どもの さ

まざまな逸脱状態へ の 教育的対応、そ の 障害別

カ テ ゴ リーの 特殊学級 へ の 分化過程、手話法聾

学校の 口話法へ の転換過程を参照 しなが ら、障

害児とそ の教育に関与 して い た教育委員会、 教

員 、 親 、 それ以外の 関係者が 、 こ れ らの 変化の

なか で教育の 目的をどの ように設定 し、教育の

本質をど の よ うに捉えた の か を 、 主 な教育対象

とな っ た子 どもを中心 に 明 らか に しよ うとする

もの で ある 。 こ の 検討課題 には 、 精神 薄弱脅威

論 の もと で 、 公立学校 にお ける精神薄弱教育の

意義づ けに最 も苦労 した と思 わ れ る、第
一

世代

の 特殊学級 教員 の 教育 目的 ・本質論 も含まれ

る。い ずれ の 教育事業 も、 公立学校 にお ける新

規事業 （精神薄弱 ・盲学級等）で あ っ た り、事

業の 根本的な転換 （聾学校）の 可能性が あ っ た

だけに 、 教育の 目的 と本質論は、通常教育や寄

宿制障害児学校にお ける従来の 教育論の 適用や

延長だけで は成立 困難だ っ たはずであ る 。 そ れ

だ けに 、 こ の 時期 の 障害児に対す る教育 の 目

的 ・本質論 にお い て、何 らか の 革新性 と説得力

が予測 される 。 なお 、聾に つ い て は紙数の 都合

上 、 別稿 2
で取 り上 げる こ と とする 。

　研究方法 と して は 、 各種 の特殊学級の教育の

目的 ・本質に 関す る教育委員会、学校長 、 教員 、

親、一
般社会に関す る認識 と対応 を教育機関別

に よ っ て 整理する 。 こ の 基礎作業は 、 最初の 問

題認識 と問題解 決 として の 制度化 （た とえば特

殊学級の 開設）の 間で生 じた よ うに 、 逸脱 に対

する 評価に基づ く教育論が時間の 経過に よ っ て

どの よ うに 変化する の か を示 すの に 有効で あ

る 。 さ らに こ の 整理 を、都市間 と障害間に つ い

て 対照する こ とに よ り、目的 ・本質論にお ける

各 セ ク タ
ー

間の類似 ・相違 とその 理由 ・背景 を

検討する 。 以 上 の 作業に最 も適 した資料 と して、

各教育委員会の 年次報告や 障害別 の専 門誌や 隣

接分野 で ある社会事業等の 文献 を用 い る もの と

する 。

　現代特殊教育における障害児に対する排除性

批判 は 、 20世紀転換期 の 公立学校特殊学級に対

して もそ の批判 を 、 論証 を省略 して 自明の もの
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と して適用 して い るが 、そ の よ うな評価に批判

的な研究は少数なが ら存在す る 。 た と えば E ，

ホフ マ ン （E ．Hoffman ） は 1975年 に 、
　 EE フ ァ

レ ル （Elizabeth　E．　Farrel　 1870−1932） を例 と

して 、 特殊学級教育 に否定的 な
一

面的理解に疑

問を呈 して い る （Hoffman 匚1975］ 42）。 後 に

1990年代に特殊教育擁護の 立場か らイ ン ク ル ー

ジ ョ ン 論争 で 名 を馳 せ る J．M ．カ ウ フ マ ン

（James　M ．　Kauffinan）は 19世紀にお ける行動問

題研究 の 再評価の 立場か ら 、 現代の 研究が過去

の 理論や 実践 に否定的で ある 原因を分析 して い

る （Kauffman ［1976］）。

　 しか し障害児を含む逸脱児に対する公立学校

ある い は特殊教育 につ い て 、 本研究 の よ うなテ

ー
マ に 焦点を当て た研 究 は見 あた らな い もの

の 、 障害児の 教育を論 じる際に、教育の 目的と

本 質 をどの よ うに 考えるか は不可欠の 項 目であ

り、その 意味 で関連研究 は枚挙 に い とまが ない

ほ どあ り、そ こ で は何 らかの 検討が なされ て い

る の で 、適宜、そ れ らを参照す る こ と とする 。

　 2 ．用語

　 （1）混合学年学 級 ま た は学校 （ungraded

classesl 　schools 」；就学者数が 少 な い た め に

必然的 に多学年学級 となる村落地区学校の 混合

学年学級もあ るが、本論文で の 混合学年学級は、

  学年別学級が ある学校 内に、特定 の教科学習

だけに開設 される パ ー トタイ ム の 学級 と、   ほ

とん どまたはすべ て の 時 間を過 ごす固定 （独立）

式 の 学級を さす 。   学級の 機能は公立 学校制度

内で の 必 要性に よ っ て 分化 し、変化す る。た と

えば、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市公立学校 の よ うに混合学

年学級 と い う名称で精神 薄弱特 殊学級 を運用 し

た り、 精神薄弱児をは じめ、さ まざまな状態の

子 どもが在籍する こ とは 少な くなか っ た 。 また

混合学年学級が 制度化され て い ない 公立学校で

は 、校 長独 自の 個別 的な判 断で必 要 に応 じて、

混合学年学級 また は教室 （room ）を 開設する

こ とが あ っ た 。

　　 （2）特殊学級 ・特殊学校 （special 　class −

esl　scho ◎ls）通常学級 （regular 　grade　school

classes ）：特殊学級 は、公立学校の 学年別学級

（grade　school 　classes ）以 外に設置され た学級で

あ り、 別の 校地に 開設 され て 「学校」 と称す る

場合 もある 。 しか し開設の 理由 と背景 は多様 で

あ り、 時期 と地域 に よっ て 障害や状態 の 範囲は

一
定 しな い が、障害を理 由とする特殊学級が 多

くなる 。

　通常学級は 、 上級学年へ の 進級 が、一
定の 課

程の 学習 と試験合格 に基づ い て い た課程制に お

ける公立学校階梯の 基本要素で ある 。 欠席が多

けれ ば課程の 学習が で きず、受験 資格が認め ら

れ ない し、試験 に落第すれ ば留年 とな る 。 進級

試験 の 年間の 回数は しだ い に複数回 となる 。

II．混合学年学級の 開設 と教育 目的 と しての進

級促進 と通常学級 へ の復帰

　 1 ．公立学校 に お け る身体 ・行動 ・学業の逸

　　脱 と混合学年学級 での対処

　本節で は 、 通常学級 に お い て 逸脱状態 にある

とされた公立学校生徒 に対す る認識 と対処 、 そ

の 教育的 ・社会的意味 を検討する 。 20世紀転換

期の 公立学校で は、農村か ら都市へ の 人 口移動 、

農業等の 第
一

次産業か ら工 業 へ の 転換 と、社会

と産業の 構造が 変化す る の に と もな っ て 、子 ど

もをめ ぐっ て さまざまな変化が 急速 に生 じた。

公立学校 へ の 就学義務の 強化 と取 り締ま り、児

童の 早期就労か らの 保護 、 学校教育の 効用に対

する親の 認識が 進行 したこ とで 、 19世紀末 、 都

市化が進行 した 地域で は、一
定の 年齢範囲の 多

数 の 子 どもが 公立学校 と い う場に、毎 日、通年

に わ た っ て 集合する こ とに な り、長時間にわた

っ て規定の 活動が行わ れる よ うに なる 。

　 こ の よ うな状 況は 、 ど の よ うな問題意識 と対

応を公 立学校に もた らした の だ ろ うか。第
一

に、

子 ど もの 同一空間へ の 集合 は 、 まさに疫病蔓延

の 源 にな りかね な い 状況だ っ た 。 第二 は、農村

社会 で は 、 行動規範 は個人 の 自由裁量に任 され

て い たが 、 学校 や工場 で は集団 を前提 とした行

動に 関する新 しい 秩序や規範の もとで は、農村

社会で 許容され た 行動 も、逸 脱や 非行とみ な さ

れ る よ うに な る。第三 は学業問題 における逸脱

で ある 。 課程制の 通 常学校で 、 教育的経歴 も文
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化的背景 も異な り、年齢幅も大 きい 100人 近 い

生徒 に対 し教 師
一人 に よ る指導

一
学習環境で

は、多数の 落第者が毎年多数発生 し 、 留年を繰

り返す こ とが少 な くなく、効率 と経費の 点で 問

題に なる 。 第四 に 、 19世紀末の都市で急増 した

新移民は、言語 ・宗教 ・文化 ・風習等にお い て 、

そ れ まで の 旧移民 とは異質で ある とみなされて

い た地 域出身で あ っ た 。 こ の 異質 は、上 記の 三

つ の 逸脱の 発生 な い しは何 を逸脱 と見 るかに 、

大 きな関連が あ っ た 。

　子どもの個人 差が 認識 され る よ うにな っ たの

は、新 しい 科学運動 と して の 児童研究 と応用科

学 とし て の 健康診断 （medical 　inspection）で あ

っ た 。
い ずれ も1890年代に拡大 し、公立学校生

徒の 心身の 逸脱の 発見 と軽減 ・解消 と関連する

活動 となる （Providcnce　Schoo1　Committee 　R．e −

port　for　 l899−1900 ， 213）。
3 しか しそれ まで も、

公立学校で は学業 ・規律 ・健康の 逸脱 に対 して

経験的に対処して きた 。 その 対処 が、逸脱生徒

の 排除 を基 本方針 と して い たとする の は、一面

的な理解 に過 ぎる 。 こ の 対処 の 本質と対処の 段

階を、最初に マ サチ ュ
ーセ ッ ツ 州 ス プ リ ン グ フ

ィ ール ドを例 と して 検討する。つ い で 混合学年

学級 に よる対処 を、 ロ ー ドァ イ ラ ン州 プ ロ ビデ

ン ス ・
マ サ チ ュ

ーセ ッ ツ 州ボ ス トン ・ミ ズ ー
リ

州 セ ン トル イ ス の 三 つ の 都市 を中心 に検討して

み よ う。

　最初 に 、 ス プ リ ン グフ ィ
ー

ル ドで は、健康診

断の 導入以前か ら、通常の 学級で は対処 困難 な

子 どもの 存在を認識 し、教育的に対処 して い た 。

第
一

に 、 学業不振児に対する 「グ ラマ
ー準備学

校」 1学級の 開設趣 旨は 、 放置すれば通学 を放

棄する子 どもを対象 と して 、 1学級 25− 30人の

少 数生徒に よ り個別 的指導を行うこ と で あ っ

た。生徒 の 共通項は 、 初等学年 に多 い こ と、学

年 の 標準年齢 よ りも年長で ある こ と 、 遅鈍で あ

る こ と、 そ の 原 因 は 、 「病気 や 親 の 怠 慢 」

（Springfield　School　Committee　Annual 　Report　for

1896， 27） に よる不 規則な通学で あっ た 。

　第二 の グ ル
ー

プ は 「知 的 ・道徳 的に特異な

（peculiar）な子 ども」 で あ り、一部 の 生徒 だけ

は精神薄弱で あっ たが 、それ 以外は知的 ・道徳

的に特異な生徒で あっ た 。 彼 らに は通常学級の

教育は利益に ならず、他 の 子 どもに は妨害的な

存在で あるが、少人数学級 で専門的な教員の も

とで 「個別的な注意 とケ ア」を提供す る こ とが

提案され て い る （Springfield　AR 　for　1896，28−29）。

　第 F三の グ ル ープは 、 非行に よ り通常学級の秩

序 と規律 を乱 し、教 師 と生徒 の 関係を損な う生

徒 を対 象 とす る少 人数と個別的な指導に よ る

「規律 学校」で あ っ た 。 1893年 に プ ロ ビデ ン ス に

先例が あっ た （Springfield　AR 　for　1896，29−31）。

　以 上 が、 ス プ リ ン グ フ ィール ド公立学校 にお

ける 「特別 な生徒 の 学校」群構想で あるが 、 実

際に は第
一・

の 学業不振児 だけに対処 された 。 興

味ある こ とは、こ れ ら の 教育的対処は、単純 な

排 除行為 で はなか っ たこ とで あ る。た しか に 、

対処 の 仕方は状態に対応 した分類処遇で あ り、

精神薄弱児は施設入所が 望 ま しい と された し、

第三 グ ル ープ の 矯正困難 な子 どもは州立施設に

送 られ た 。 しか し彼ら の 主た る状態で ある学業

不振の 原因は環境 的に理解されて い る。また対

処の 仕 方 も 、 個 別的で少 人数で 教育的で あ り、

最終的 目標は、通常学級へ の 復帰で あ っ た 。 こ

の こ とは 、 第三 の グル ープに対 する規律学校に

お ける教育的対処が 、体罰 の 禁止 と対に な っ て

い る こ とか ら理解 で きる 。 つ まり、特別な生徒

の 学校 に おける教育 は、個別的な注意、体罰に

代わる教育 的方法 であ り、生徒の 正 常へ の 回復

可能性 に対す る信頼が あ っ た の で ある 。

　こ の よ うな教育 の 新 し い 考 え方 は 、 ス プリ ン

グ フ ィ
ー

ル ド公立 学校通常教育における新教育

的な考え方の 適用 とい える 。 た とえば、1896年

に ハ イ ・ス ク ール に手技訓練が 導入 され た が 、

その 目的は 、 「筋 に よ っ て な され る純粋 に機械

的な熟練 した種類 の 作業で は な い
。 通常の 学科

課程で は届 かない 精神的な力を教育 し、 開発す

る こ と」で あ り、脳の 訓練 で あ っ た （Spring−

field　AR 　for　1895，12）。 教育委員長の 考え方に

は、鍛錬主義や 、 手技訓練の 職業 自立へ の 直接

的な連結はみ られない 。

　以上 の よ うな混合学年学級の 枠組み は 、 ほ ぼ
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他の都市で も共通 で あ る 。 それは 、 対象児の 状

態が移民 を含む学業不振 ・規律 ・健康等 の 多様

な 問題 とそ れ 以 外は正常 な子 どもで ある こ と、

学級収容定員の 少 なさ、 状態に合わせ て の 学級

編制、改善可 能性 に基づ く入級者の 選抜 、 目的

として の 通常学級へ の 復帰、個別的指導と環境

的改善 における 新 しい 教育の 考え方、情緒や感

情や 意思力 や 精神力 の 重視 に お い て み られ る

（Providence　AR 　fbr　l907−08，71−72，104−105 ；

Beston　School　Co 皿 mittee 　6th　AR ［1885］ 13 ：

Boston　8‘h　AR ［1887コ40 ；Boston　 Doouments

匚1902］29 ；St．　Louis　Board　of 　Education　58【h　AR

［1912］ 187−189）。 成果は、学業面だ けで な く、

生徒 自身が知 的能力を意識し、自己に 自信 をも

ち、自身に対 する信頼心 を得た こ とだけで な く、

他者に対して 自分の 考 えを表明する勇気を得た

こ と も評価 され た （Cleveland　Public　Schools　68’h

AR 　［1904］37−38）。

　こ の 結果、混合学年学級は 、 不規則 な通学 ・

就労に よ っ て学習経験に欠けた種々 雑多な子 ど

もの 行 き先に な っ た 。 また、通常学級 に復帰で

きる生徒が 多か っ た 半面、残留期 間の 長期化、

視覚
・聴覚欠陥 、 吃音、グラ マ

ー
段階まで進級

して も学習が進 まない 学業不振、移民の 生 徒 も

多 くなり、都市に よっ て はグ ラ マ ー段階で も開

設され た （Providence　AR 　for　1907−08，71−72）。

　 しか しこ の 措置 は 、 通 常学級か ら特殊学級 へ

の
一

方向的 な措置で あ っ たわ けで は なか っ たの

で あ る 。 また、少 な くと も指導主事 レ ベ ル で は、

混合学年学級 の 正当で 不可欠な位置づ けに努力

した よ うに （Boston　8・h　AR ［1887］29）、公立

学校で 対処可能な範囲の 逸脱に対 して積極的に

教育的な対応 を しよ うとした こ とは 、 十分に認

め られる 。

　 2．混合学年学級の機能分化 とダン ピ ン グ

　混合学年学級が どの ような 意図の もとに機能

が 分化 して い っ た の か を、20世紀転換期の い く

つ か の 市で 示す とともに 、教育の 考え方が どの

よ うに変わ っ て い っ たの か を示す こ と とする 。

プ ロ ビデ ン ス 教 育委員 会は 、 1894年 に特 別規

律 ・指導学校 （Schools　for　Special　Discipline　and

Instruction）を設置 した 。 こ の 特別学校 は元 来

は規律上 の 問題 を もっ た子 どもを想定して い た

が、通学が不規則 、 年長 、 英語知識の 不足の よ

うな行動以 外の 問題 を抱 えて い る こ とが判 明

し、 ス テ ィ グ マ の 付与を防止す るため に、個別

的学業の 学校 （Schools　for　lndividual　Work ）と

改称 され た 。 さら に 面倒を起こ した り、教師の

指示 を きかない 子 どもの 多 くは知的に 欠けて い

て そ れ に合 わせ た指導が必要で ある こ とが判明

した 。 か くして 、1896年に ア メ リ カ 最初の 精神

薄弱児特殊学級 （名称 は School　for　Backward

Children）が プ ロ ビ デ ン ス 公立学校 に開設 され

る こ とになる （中村 ［1992コ79−83 ；Provldence

fbr　1899一ユ900，　136−137）o

　第二 の 混合学年学級の 分化の事例は、 ミズ ー

リ州 セ ン トル イス 公立学校で ある 。 当市で の分

化は、教育心理学者 、 J．E ．W ．ウ ォ
ーリ ン （John

Edward　Wallace　Wallin　l876−1969）が 、 1914年

か ら21年まで 同公立学校制度に着任 し、科学 的

裏づ けを提供 した こ とに よ っ て、一層促進 され

た と考えられる 。 彼 は豊富な 臨床経験 をもち 、

知能検査 に通 じた教育心理学者 と して、公立学

校で は、対象と機能が完全 に 明確な 「学級の セ

ッ トを組織す る こ と」が必要 と考えて い た。精

神薄弱児学級 と、非精神薄弱の 2種類の 合計3種

の 学級 （St．　Louis， 62
”d
　AR ［1916］ 143−144） で

あっ た 。

　 しか し こ の よ うな混合学年学級 には ス テ ィ グ

マ 問題 が 生 じた 。 それは 、 こ の 学級が本来の 開

設趣 旨を変質 させ （Boston 　8‘h
　AR ［1887］29）、

諸種の 逸脱生徒の 委託先 に な っ た ため で あ る 。

その 原因 もボ ス トンで は認識 されて い て 、 混合

学年学級 を 「追放 （Botany　Bay）」学級 ある い

は精神薄弱学級 とす る 通常学級の 教員の 評価 で

あ り、時には遅鈍生徒や非行の 生 徒の 放棄場所

にする通常学校の機能にあ っ た （Boston　8th　AR

［1887］39）。 こ うして 、 混合学年学級の 正 当な

開設趣 旨と機能を改 めて 明示す る必要性が生 じ

たの であ る。

　教育委員会内の 指導主事 レ ベ ル で は、こ の よ

うな混合学年学級を開設趣 旨通 りに機能させ る
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方法は 、「最 も賢明で 最 もス キ ル を備 えた献 身

的 な教 師」の 「最 善の 努力」 （Boston 　8・h　AR

［1887］40）で あ る と考 えた ． しか し、無能な

通常学級教 員が、「混合学年学級で は 十分 に う

ま くい くで あろ うとい う考 え」 （Bost。n　8‘H　AR

［1887コ40）は誤 りで ある と明言 され て い る と

こ ろ か らみ て、混合学年学級で は 、 精神薄弱特

殊学級 と同 じよ うに （Boston　8‘h
　AR ［1887］27−

28）、有能教員の 確保 は 困難 で あ り、 したが っ

て 期待通 りに は機能 しなか っ た の であろ う。 事

実 、 ボ ス トン の 教育長 は 、 混合学年学級が 、 無

能教員の 救済場所や生 徒数減少 に よ っ て 生 じた

過剰教員の 維持 となっ て い る こ と を指摘 して い

る。教育長 は 、 ほぼ 同 じ認識 の もと、「確立 し

た原則 または明確 な目的」の もとに、混合学年

学級の 対象児が 通常学級へ 進級する とい う本来

の 任務を果た して い る混合学年学級の 存在 を念

頭 にお きなが ら 、 混合学年学級 に対 して 、今ま

で の ように 「見下すの で はな く、大 い に敬意を

払 われ る べ き」で あ り、 それは、最 もス キ ル の

ある 理 想的な教師が い るため とす る （Boston

Documents　for　1902， 29−30）。

　こ うして、低 い 学業成績 に対する対処法とそ

の 指導成果に対す る新 し い 考え方 、 ス テ ィ グ マ

の 発生 と解消 の 必 要性、そ して 有能教員 の 起用

等 に つ い て 、教育の 目的や本質 にかかわ る論点

が 教育委員会に よ り提起 された 。 しか し公立 学

校全体 と して 、 規則正 し く長期的な通学の確 立 、

教員の 確保 、
ハ イ ・ス ク

ール の 増設 、 カ リキ ュ

ラ ム の 改訂等 の 資金 と社会的支持の 獲得を要す

る課題が 山積す る なか で 、解決 を具体化する資

源に乏 し く応 えられ なか っ た 。

　シ カ ゴ で も事情 は似た よ うなもの だ っ た 。 す

で に他都市で は、混合学年学級が い くつ か の 種

類の 特殊学級 へ の 分化が増加 して い た 20世紀初

頭、シ カ ゴで はなお混合学年学級に関する方針

が確 立 して い なか っ た 。 精神薄弱学級は 1899年

に は開設され て い た 。 教育長 は 、 数年前に混合

学年学級が乱用 されて 「くずか ご」化 した経験

を踏 まえて 、「
一

定の 乱用 を防 ぐ手段が な い ま

まこ の ような教室 を開設す るこ とは一一一間違 い で

あろ う」 とした （Chicago　52・d　AR ［1906］ 185）。

シ カ ゴ の 公立 学校校長た ち も混合学年学級の 効

用 を一致 して 認め なが ら も、混合学年学級は解

決する よ りも問題 を新た に生 み だす と述 べ て い

るよ うに （Chicago　52・d　M ［1906］ 191）、過大

学級 とい う状況の なか で 、 さまざまな逸脱の 範

囲 ・原因 ・程度、年齢、出欠席、生活環境等に

お い て多様な子 ど もに対 して 、

一
方で は可能 な

限 り多数の 生 徒 を進級 させ る 任務が あ り、他方

で は課題の 山積 と資源の 制約 とい う公立学校が

直面す る現 実 の なかで 、逸脱問題は優先順位が

低か っ た の で あろ う。 学業 と行動の 逸脱へ の 教

育的対処が ダ ン ピ ン グ とな りが ちで あり、普遍

化 しや す い こ と を認識 させ る。

　こ うして 、混合学年学級の 入級 ・転出の 統
一

基準の 作成と運用や個別指導 の 徹底、規律化に

お ける 親の 代 行等 （chicago　52・d　AR ［1906］

190，191，192−193
， 195）、ス テ イ グ マ や ダ ン

ピ ン グを軽 減 ・消滅 させ よ うとする努力 と 、 そ

れ らを再生産させ る現実が公立学校にあ っ たの

で ある 。 後者 の例 とし て は 、 14年間の 混合学年

学級担任の 固定や 学業 困難な生徒に対す る画
一

的 な教 育内容 ＝手技 の 提供 （Chicago 　52・dAR

［1906］ 190，191， 198−199）、医学 的資源の 不

足 （chicago 　52”d　AR ［1906コ 195）が あ っ た 。

こ の ような混合学年学級で は、教 育可能性が 限

定 される ため に、 3R
’
sは娯楽や気晴 ら し程度

とされ 、 手技 と道徳訓練が重視 される こ とに な

る （Brune ［1912コ122）。

ll．精神薄弱学級の 分 化 と第一世代教員の ア イ

デンテ ィ ティ の 探求

　 1 ．ア イデ ン テ ィ テ ィ と教育の 目的 ・本質論

　精神薄弱特殊学級は、20世紀初頭 にその 設置

意義が い っ たん承認 され て か ら も
一

時的に混乱

が生 じる。1910年代に 、 公立 学校で は精神薄弱

学級よ りも学業不振学級に傾注すべ きだ とい う

意見が
一

時 的に高ま っ たか らで ある。こ の 混乱

は 、 公立学校の 課題が山積 して い た こ とを背景

に 、 精神薄弱 は施設 、 公立 学校は学業不振 と い

う役割分担論に基づ い て い る 。 しか し精神薄弱
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特殊学校は 、 軽度級 の 精神 薄弱児 に対象を限定

して、公立学校制度 の特殊学級 と して 定着 して

い く・
。

　その よ うな状 況の なか で 、 精神薄弱教育教員

の 第
一世代 は、精神薄弱児 に対す る公立学校 内

で の教育活動の 目的 とその 意義 をどの ようにみ

て い た の だ ろ うか 。 彼女た ちの活動は 、教育委

員会 、 学校 、 教 員 、 そ して 社会の 消極 また は 反

対 と親の 反感等 、 必ず し も肯定的で な い 環境 に

お い て展開しなければな らなか っ た。 多数で 多

様な 生徒 と問題 を抱 えて い た教 育委員 会 と学

校
・教員 、 通常 の 教育 よ りも経費が か か るわ り

に乏 し い 成果 を理解で きない 社会 、 他 の 子 ど も

と異 なる、分離 した教育の 場を勧め られ る親が

一般 的な状況 だ っ た。

　以上 の 多数例 とは異 な り、こ れ ら セ ク タ
ーの

なか に、特殊学級の 存在 に理解 を示す 人 々 もい

た 。 セ ツ ル メ ン ト運動に は特殊学級の 開設に 貢

献する人 々 が少 な くなか っ た 。 学級開設 に賛意

を示す少数の校長 もい た 。 親の 中 には、逸脱に

よ り通 常学級 で排除 され て きた子 どもが 特殊学

級 とい う支持的環境 と子 どもに対応 した活動内

容 に よ り心 身ともに改善す る こ とで 、 特殊学級

に対す る反対 と嫌悪 を撤回 で きる例 もあ っ た 。

　こ うして 、 第
一

世代教員が考えた特殊学級 の

ア ピール の 一つ は 、 特殊学級の 成果が通常教育

の 改 革 に 貢献する と い う普 遍 的 意義だ っ た

（Barr 匚1903−04コ95− 96）、 こ の よ うな ア ピール

を間接 的に 支 えた の は、全精神薄弱 （者） を同

質 として理解す る の で は な く、そ の 多様性 と と

もに障害の な い 子 ど もとの 連続性を 「正常性 」

と して認 め る と い う心 理 学的認識で あ っ た 。 そ

の代表的な存在が、児童精神科医で 非行研究 を

開拓 して きたW ．ヒ ーリー （Williarn　Healy　1869−

1963）で あ っ た （Healy ［1918−19コ： ジ ョ
ーン

ズ ［2005］74−107）。

　精神 薄弱脅威論は精神薄弱者の 社会適応論の

登場 に よっ て その 根拠 を部分的に喪失 し始める

が 、急速 に解消す る こ とは なか っ た 。 彼 らの 社

会 適応 の 程度と範 囲 にお ける 限定性 もあ っ た

が 、 精神 薄弱 （者） に対す る敵対性や社会心理

的 な嫌悪 感は 容易 に 解消 しなか っ た か らで あ

る。元来は脅威論に共鳴 して 特殊学級教員に な

っ た人 々 も同様 で あっ た 。 指導的 な特殊学級教

員にお い て は、少 な くとも1910年代末まで にお

い て 数の うえで は なお脅威論が支持 され て い る

とい えよ う。

　その ような一人が 、 初期精神薄弱特殊学級の

主 要な リ
ー

ダ
ーの

一
人だ っ た A ．M ．フ ィ ッ ツ

（Ada 　M ．　Fitts）で ある 。 彼女 は、ボ ス トン の 精

神薄弱特殊学級を確立 し （Osgood ［2000］133，

134）、 自己研修 に よる教師教育に も功績が ある

人物で ある 。 しか し1915年になっ て も彼女の 精

神薄弱像は つ ぎ の よ うに保守 的で あ っ た （Fitts

［1915］）。

　  精神薄弱特殊学級は通常教育 と社会の 救

　　済傾向が 強 い

　  　特殊学級で の 教育後の処遇 は施設収容を

　　基本として構想 されてお り、
コ ミ ュ ニ テ ィ

　　生 活は次善の 策にす ぎない

　  精神薄弱脅威論が維持 され て い る

　なお、1915年は フ ァ レ ル 5
が 特殊学級卒業者

調査にお い て 社会適応論を提示 した記念す べ き

年で あ っ た 。 フ ァ レ ル の 前提 は、精神薄弱特殊

学級は生徒 自身の 救済の 場として 非代替的なも

の で あ り、一部の 精神薄弱者 は コ ミュ ニ テ ィ で

問題 な く生活可能で ある こ とにあ っ た。こ の 唱

導 と比 べ る と、フ ィ ッ ツ の 立場は対照的で あ っ

た 。

　 しか し精神 薄弱者の 社会適応 に懐疑的なフ ィ

ッ ツ にお い て も、 優生学運動を志向す る精神薄

弱脅威論運動 の 指導者 と異なる の は、精神薄弱

の 子 ど もとそ の 家族に対する共感 、 標準的尺 度

で は なく対象児 自体の 尺度の 採用 、 子 ど もの 発

達的変化の 認識 、 そ の 新 しい 意味づ けに お い て

で あ る 。 共感は、単純 な排除で は な く、各種の

逸脱 の 原因 に関す る熟考 を生 み、対象児独 自の

尺 度 の 採用 は個別的 な評価 と対応 を可能 とし、

対象児に合致 した環境 は子 ど もの 発達的変化を

可視化 し、そ の 変化は、既成 ある い は伝統 的な

基準で は意味が な くと も対象児本人に と っ て は

他 に代替で きな い 、不可 欠な発達過程 を意味す

7

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

岡　　典子 ・中村満紀男 ・吉井 　　涼

る。

　こ の 種の 例は精神 薄弱児教育 の 出発点で ある

か ら、特殊学級教員 に よ る 多 くの 事例報告 に見

る こ とがで きる 。 たとえば1910年代半ば、サ ウ

ス カ ロ ライナ州の ウ ィ ン ス ロ ッ プ大学実習校に

開設 され た特殊学級の 担任、H ．F．ヒ ル （Helen

F，Hill）は 3 年生の ウ ィ リ
ー

に つ い て 報告し て

い る。 ウ ィ リーは 8 年 間も公立学校 に在籍 しな

が ら、 第 1学年 の 学業 もで きなか っ た が 、学業

不振 、 不規則 な通学、他児に対 する劣等感 と暴

力で の 対応 、学業に対する無関心 、 片耳が聴力

障害 の 状態で あ り、家族 は彼 に 関心 を示 さず、

学業不振 を恥 じて い た 。 しか し彼 は、で きない

こと で は な く、で きる こ とを行うよ う求め られ

て い る こ とを知 る と、行動が 変わ っ た 。 特殊学

級の 2 日 目に彼は 「その 日か ら別の 少年 に なっ

た 」。 勉 強に も活動 に も意欲的 とな り、 幸福で

健全で有用 に な っ た 。 家族の子 ど もに対す る態

度 も変わ り、教 育に も関心 を もつ よ うに な る 。

家族 は 「先生 が ウ ィ リーを作 り替 えて くれ た 。

彼 を叩 きた くはなか っ たが、そ れ以 外に どう し

て い い か 分 か ら な か っ た 」 と い う （Hill　in

Byers ［1917］7）。 ヒ ル の 特殊学級生徒に 対す

る 態 度 と関心 は、後述 の J．P．バ イア
ーズ （J．P．

Byers） の よ うな単純 な精神薄弱脅威論者とは

ま っ た く異 なる。

　 2．社会適応論の成立 とステ ィ グマ 問題

　施設総収容論か ら社会適応論 へ の 転換 は複合

的な要 因に よ っ て 生 じた。そ れ ゆ え 、 精神薄弱

者の 社会適応論が あらか じめ理論的 に用意 され

たもの で はな く、む しろ 精神薄弱の 脅威論と無

能説と い う理論 に内包 されて い た誤謬が 、 現実

の 制約 と経験的事実 と当事者の 自然 な感情 に よ

っ て 顕れた とい うこ とがで きる。

　こ の ような過程に もか か わ らず 、 精神薄弱者

が
一

部に もせ よ社 会適応が可能で ある こ との 根

拠と適応が理論化 されて い っ たこ とは、時間を

要 しなが ら精神薄弱者の 教育 に根本的 な変化 を

もた ら した の で ある 。 1920年に、ワ シ ン トン 州

シ ア トル の 特殊学級卒業者追跡 調査が発表 され

るが （Neterer［1920］）、そ の結論は、大半 の 精

神薄弱者 は、指導監督が あれ ば コ ミュ ニ テ ィ で

就労 と生活が可能で ある とい う1915年に フ ァ レ

ル が先鞭 をつ け、1920年代には
一

般的 となる 内

容で あ っ た （中村 ［1992］84，85， 86 ；中村 ・

田代 ［1992］）。

　精神 薄弱児教育問題が 公立学校で正 当な意義

と位置を獲得する に は 、 精神薄弱 に付与 された

ス テ ィ グ マ を縮小 ・解消す る こ とが必 要だ っ

た 。 と い うの は、精神 薄弱 の ス テ ィ グ マ は他の

障害 とは異 なる内容をもっ て い た ため に 、 公立

学校か ら排除 されやすか っ た の で ある。 そ こ で

案出され た対応が 、 プ ロ ビデ ン ス の よ うに精神

薄弱特殊学級の 名称にbackwardを使用 し、 精神

薄弱 とい う名称を避 ける こ とで あ っ た 。 しか し

社会的に み る と、精神薄弱特殊学級に対す る ス

テ ィ グ マ の 付与は、その 裏づ けが 人為的に作 ら

れ た もの で あ っ た として も現実に存在 して い た

か らで ある 。

　精神薄弱の 消滅 と脅威論の 普及 を目的 とする

運動 団体、精神薄弱対策委員会 （The 　Commit −

tee　on 　Provision　for　the　Feeble −Minded）は、特殊

学級設置の 積極 的な推進 と一
部精神薄弱者の コ

ミュ ニ テ ィ生活 の 容認へ の 転換 （Byers ［1917］）
を余儀な くされ て い た が 、 彼 らの 特殊学級の 設

置 の 趣旨は、公立学校 の 効率化 と通常学級の 教

員お よび生徒の 救済で あ っ た （Byers 匚1917］3
，

5−6）。

　 また特殊学級の 対象は、学業の 遅い 子 ど も、

学業不振児 、 扱 い に くい 子 ど もと彼 ら の 状態 も

原 因もさ まざまで はあ っ た が 、
バ イア

ーズ らの

意 図は 、 こ れ ら の 通常教育に と っ て 有害で ある

とい う意味で は共通 して い た多様 な子 どもたち

を精神薄弱学級へ 移動 ＝排 除させ る こ とに あ っ

た とい えよ う。 こ うして 、 精神薄弱児をは じめ 、

非正 常児 に 対す る ス テ ィ グ マ は維持 ・強化 され

つ づ ける 。 こ の ような見解は影響力が あ り、ほ

ぼ 同 じ時期 に学童が急増 して い た ク リ
ーブラ ン

ド公立学校 の 教育長 もまた 、 脅威論か ら自由で

はなか っ た （Cleveland　79th　AR ［1916］ 28）。 就

学者の 急増 、 深刻な財源お よび資源難 と い う状

況 にお い て 、従来か ら行われて きた魯鈍級精神
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薄弱児に対する教育に 、 必ずしも積極的で は な

か っ たの で ある G。

　 た しか に精神薄弱特殊学級が劣悪 な教室 を優

先して割 り当て られ た とみ な され が ちで あるが

（Winzer 匚1993］）、就学者の 急増 に よ る学校 と

教室の 確保 困難 ・財源難の なかで 、 適切 な教室

を提供され なか っ たの は精神薄弱だけで なか っ

た 。 財源難と空間不足 に あ っ て、通常学級よ り

も経費を要する、精神薄弱児に とっ て （も）有

益 な教育 ・生活 の 場 と して の 精神薄弱特殊学級

の 開設 と維持に踏み切 っ た教育長等の勇断があ

りえた こ とと、そ の 根拠を日常的 な実践 の な か

で 蓄積 した第
一

線の 教師の 努力 と成果 は正当に

評価 され るべ きで あろ う。

　 それに して も、精神薄弱 に色濃 く残 っ た ス テ

ィ グマ と い う事実と、高い 能力と意思 と意欲 を

もっ た若い 女性が率先 して 精神薄弱特殊学級の

教員に な り、指導主事等の 中間管理職 につ い た

と い う事実 （中村 「1993］67 ：Cr・ckett ＆ Kauff−

man ［1999］ 44） は 、 きわめ て 興味深 い
。 当時

にお い て 精神薄弱脅威論等の 先入観か ら 自由で

あ っ た教員 は存在 しえなか っ た で あろ うが、精

神薄弱で あ っ て もその 教育可能性 を確信 して 日

常の 実践の なか で精神薄弱者の ニ ーズ に合致 し

た指導の 内容 と方法の 開発を試み た意欲 と能力

は 、 若 い 世代の 女性教員に お い て 体現 された の

で あ っ た 。 その 基盤 とし て 、 新 し い 専門職＝中

間層 と して の 特殊学級教 員 7 と い う社会上昇手

段の 発 見 と活用 が 女性 に開かれた とい え よう。

　精神薄弱 は 、 当事者としての位置づ けにお い

て も独特 だ っ た。一
部の 特殊学級教 員は 精神薄

弱児の 自発性 を積極的 に認 め よう とした もの

の 、基本的 に精神薄弱児は教育と適応 の 対象 と

い う範囲に限定 されて い た 。 彼 ら の 親に い た っ

て は子 ど もや社会 に対 する 要求 を主張す る主体

と して認識 され る こ と は なか っ た し、学校に お

ける教育 とコ ミュ ニ テ ィ における適応の ため の

協力者 と して の 認識 も薄か っ た 。 む しろ、精神

薄弱児の 親は 、社会事業的技術 に よ り、成育の

場として の 家庭 の 改善を要求 され る対象で あ っ

たとい っ て よ く、精神 薄弱学級 における親や家

庭 ・コ ミ ュ ニ テ ィは 、 通学制の 聾学校や盲学級

の よ うな開設 ・維持 に お け る 教育
・生活革新の

重要 な鍵 で はなか っ た。

lll．新 しい 種類の特殊学級開設 に対す る多元的

　な期待 と教育目的

　 1．非精神薄弱性の 学業 ・行動の 逸脱児 に対

　　する注目と臨床的ア プロ ーチ

　20世紀転換期に お い て 、公 立学校で 問題 に な

っ た学童よ りも逸脱度の 低 い
、 精神薄弱 の 周辺

状 態にあ る子 どもの 行動に 関心 が示 される こ と

はほ とん どなか っ た 。 しか し、臨床的な心理 ・

教育 ア プ ロ ーチ だ けは彼 らに強 い 関心 を示 し、

心理 ク リ ニ ッ ク に お い て 継続的な相談や特別な

学校 を開設 して 教育を試みた 。 その よ うな代表

的な人物が ウ ィ トマ
ー

で あ っ た 。 彼 は1896年に

ペ ン シ ル ベ ニ ア大学に心理 ク リ ニ ッ クを開 設 し

た 。 しか し臨床心理学の 祖で ありなが ら、彼の

功績が公認 された の は少 な くと も半世紀後で あ

っ たが 、そ の 理 由は 、彼 の 活動が科学的 に も社

会 的に も当時 の ア メ リカ を動か した要素 と まっ

た く合致 しなか っ たか らで ある 。 彼の 臨床 的方

法 は、黎明期ア メ リカ心理 学にお ける生理学あ

る い は研究室的実験法 ・量 的方法と合致 しなか

っ た し、 20世紀転換期の 都市改革を支配 したプ

ロ グ レ ッ シ ビズ ム で は統計に対する過度 の 依存

が あ り、工業界や教育界で は標準や基準と い う

数値に基づ く概念が支配的だ っ た か らで あろ う

（Brown 　［1992］ 37， 40，43）。

　 しか し臨床的ア プ ロ
ー

チ 的発想と対処は少数

の 専門家だけ で は な く、公立学校制度内に も散

見 され る 。 そ の 意図は どこにあ り、またその教

育の 目的と本質 は ど こ に 見 い だ そ うとして い た

の で あろ うか 。 た とえばプロ ビデ ン ス の 混合学

年教室 に関する記述 内容 に は 、つ ぎの よ うなも

の が ある （Providence　AR ［1906−07］ 57）。

　　進級で きなか っ た者の半数で は、身体的発

　達が精神的発達 よ りも遙か に 進んで い た 。 神

　経性の 吃音が 2 名に み られ た。

　　言語 と算数で進級で きなか っ た生 徒 89名 の

　 6割で はそ の 原因が 注意集中不能で 、
い たず
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岡　　典子 ・中村満紀男 ・吉井　　涼

らに あ っ た が 、 ほ とん ど の 生 徒で は 、 他 の 子

どもか ら離 して
一人に して指導する こ とが解

決策に な っ た 。

　こ の よ うな子 ど もに対する教師た ちの 指導努

力 を支えた最大の 拠 り所 は 、 ど こ にあ っ た の だ

ろ うか 。 子 どもの 正常で な い 逸脱状態は 、 教育

や 環境 に よ っ て正常化 しうる とい う教育へ の信

頼が 、彼 らの 信念で あ っ た 。 それ は 、 数少 ない

教育臨床家だ っ た M ．P．E．グ ロ ース マ ン （Maxi −

milian 　Paul　Eugen 　Groszmann 　1855−1922） を引用

して い る こ とか ら理解 で きる 。 異常 な可能性が

ある こ れ らの 子 どもは、「時間をか けて適切 な

教育 的変更 を行 うこ と （recasting ）に よ り、下

降的 な動 きが 阻止 され、反映 され る ように なれ

ば、典型的な子 ど もに近づ くこ とが確保 される」

の で あ り、 その 逆 は欠陥や知的 ・道徳的 な歪み

を永続化 させ る 。 もちろ ん 改善可能性 は、通常

の 社会成員 に なる こ との 可 能性が あ る非精神薄

弱児 と 、 自己指南的で 安全 な成員に なる こ とは

な い 精 神薄弱 児 とで は 異な っ て い た （Provi−

dence　AR ［1906−07］88−89）。

　 シカ ゴ の 児童研究部で は 、 通常学級 で 何 らか

の 問題が 示 され た生 徒 に も関心 を示 して い る 、

不規則 な出席、病気 、 転校 、 言語の 困難、視聴

力の 問題で あ り、 特別 な教育 や医療 に よ っ て 、

こ れ らの 問 題 は 解 消 可 能 で あ る と 考 え る

（Chicago　53「d　AR ［1906−07］185）。 注 目すべ き

は、正常で はあ るが 「思 い もよ らない 感覚的欠

陥」があ り、 身体 的な活力 に欠けた 、 学校で の

規律上 の 問題や 非行が 問題 に なっ た生徒 であ っ

た 。 か つ て の 犯罪 ・非行を先天性 とみ る欠陥性

非行論が適用で きな い 時代 と対象にお い て、公

立学校 に合致しない 軽度の行動上 の 問題を もつ

生徒 へ の 着目 と対処が 課題 に な り始 めた の で あ

っ た （Chicago　53「d
　AR ［1906−07］188）。

　 2．盲 （点字）学級

　公立学校制度 に開設 された最初の 通学制盲学

級 は 、 1900年 9 月 、 シ カ ゴに 開設 された 。 そ の

開設 は最初の 通学制聾学校で ある同 じシ カ ゴ の

それ よ りも25年遅 れ た 。 盲学級は 、創設段階 に

お ける障害当事者の 主導を含め て先行例 と して

の 公立聾学校 の 影響 は受けて い る し、 その 成果

は継承 して い る もの の 、盲学級の 教員は 、 それ

を凌 ぐ趣 旨を提示す る こ とになる 。 こ の 趣旨は

当然 なが ら、教 育の 目的 ・本質に 関連する こ と

に なる 。

　公立学校 における盲学級の 開設趣 旨で特徴的

な の は、分離の 否定 とコ ミ ュ ニ テ ィ の
一
貝 とし

て の 盲児 を主 張する だけで な く、 それ を実体化

する教育上 の 仕組み を工夫 した こ とで ある 。 シ

カ ゴ盲学級 の 指導主事 に昇任 した盲人 の J．B ．カ

ー
テ ィ ス （John　B ．　Curtis　l871−1951）に よれ ば、

特別教員の もとで 身体的 な発達や注意や集 中力

の 不足 に対応す る指導を受けなが ら、 点字 に よ

る 読み と タ イプ ライ ターで の 書きを習得した後

は、特別教員 の 補充的指導を受けなが ら、通常

学級で学習するの で あるが 、そ の 目的 は、自分

た ち盲児が 「学校 コ ミュ ニ テ ィ か ら決 して 分離

され て い ない 」 と感 じさせ るため で あ っ た 。 そ

の ために 、 通常学級 で の 学習の準備が で きた段

階で 、 しだ い に通常学級で の すべ て の 授業に参

加 し、晴眼児 との 適切 な人間関係をつ くっ て い

くの で ある （ChiCago　53「d　AR ［1907］ 180−182）。

　 カ
ー

テ ィ ス は盲学級で の 教育経験か ら、 盲児

に つ い て 興味ある見解 を提示 して い る 。 それ は 、

盲児の 正 常性で あ っ た 。 正常条件 の もとにお か

れ れば 、 盲児の 発達は人格の 発達 を含 めて晴眼

児 と 同
一

で ある し、感 情 ・娯楽 ・意志 （pur−

pose） にお い て も晴眼児 と異な っ て い るわ けで

は な い 。 盲人 の 願 い は、通常の コ ミュ ニ テ ィ で

活動的で ある こ と で ある 。 少数の 例外 を除 い て 、

盲児は公 立 学校で 自分の 場 を維持で きた し、 生

活す る こ と で 自信 を 得た と い う成果が あ っ た

（Chicago　53「d　AR ［1907］ 183）。

　盲学級制度 を確立 させ たもう一
人 の 功労者で

ある ク リ
ーブ ラ ン ドの 盲学級教 員R ．B ．ア ーウ ィ

ン （Robert　B．　Irwin　l883−1951）は、20世紀の 新

しい 考え方を
一

層強調す る 。 盲学 級の 開設は 、

特別学校の 理念の 発展およ び完全無欠な家庭 の

重 視の 論理的結果で ある とい う。 と りわけ後者

は 、 寄宿制盲学校が批判す る通学制盲学級の弱
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山 田 　康広　米 田　宏樹

昭 和 38 年 昭 和 46隼 騨 匠3騎 昭 和 1〔凶

囚ゐ低 （2〕オ　身近な 人 L 」く簡単 な日 吊 のあL さ

つ をダる 中 Lけ 謁　 身 近な人［簡単な日　 のあ い

弍つをす石 冨 〔1｝ク　 簡 斗iなB百の あい さつ を ダる

国
土低 （2）ク　 目の 前 愚＿あるものピつ レ て 扎任や

躰鳰 猶身近 鬼人M 湘 はよ丿　 さよ孤 ら臨 どの

あい さ つ をマ る ψ

野
軈 商 ゆ 鰯 融 纏 揮

摂会中 〔1q ）　 果り物 の 乘 ，降りは順 庁をT り　申瞬

て騒 し たり 窓力 も頭や丁を出したりしない よノ →する

羅会低 （の　 洛とし物を掎 ゴ ら届ける

付 会 中 〔2D 　
八

園や 肚園 地 なと ごの きまりを寸 る

巾 〔5）　 順序 を寸 っ て穿 ，吻の穿り降1｝をする

中 （7）　菖し樹を拾った 喝ま 現や 先生 1一届ける

膚 く4）　公 園や血1劃堰 なとのきまりを丁る

高 （の　 人天報測 恭やり1吊 瓰署なとぐレ た丁 りしな

友だちなどと話す 低 （4）　 同か れれ は　見たこ と 岡 レ たこ と コ虹ん ノ こ 社会斑 （20 ）　 凸 圓や遊 園地など の 公 甚 の施 之をた い 〈〉

固 凵低 〔21ケ　 見セこ と 聞の たこと 遊ん ノことを となどを凸 タ い せ つ 1 恥 コ扱つ 咼
∫6）　 員正晶弋書類に倒 れ た り特 ち出 した りしな

担任や 友たちなどと看す 『
’4）　 見ブこと 聞い たこと 遊んた ことを 泳の人 い ◇

国語 斗 （1〕」　牙近な督験 1つ レ て 家 の 人や 担 先彑 衣たちなと L 話す 登 戴謹
《

輝 虜 　　誕　　
丶
晦尹　　噸鴇 寧 選 臥 丶 、黙，丶 “海　　戚 ご ＿寧　 ノ   乳　茄趣　　鄭

訂や友 ノちなと 一。茜鋭 窩 〔11　 見ナこと　団し たこと　遊んた こ とを豸 の 人 勢数琶 〔8〕　 レLい 物r一は お金力 Z蚤な一とがわカる 低 U〕　 頁 い 物 しは お カね動 Z 要なこ ‘ カわ かる

銀 匪 中 （29）　 人の糸訪 力 告げられる 光牛 表 たちなどと話し台 つ 罰
五

申 （1）ノ　簡苧な蝦物 LZ 炎 なこ とよが わ カる 中 ｛D 　 「こ れ　　「くたさ い 」など 買 い 物 L 且 妛 な

国薩 高 U） 凶　 〔来客 の 応待〕 中 い 、　 人の 牽訪を九生 や系 の人 1＿う ける 国 音 u 〔1）ノ　 1醇甲な買 い 物嬉Z 妥なこ とげを仕 〕 渦単なことばを仗つ

国亮葛 （D ノ　此 話 ） 駕 （2）　 覧舌や才春オあっ た峙は 取り次ぎや 簡 学 荷 〔1｝　 いくb」　 高 い」　「宏 い 」　「おつ り」きど

社会寓 〔如　 友た ちの 遡 失やあやまらをむや み こと

がめなレ よソhlる

な1匸対を丁 る

轟  帥　友たちの あやまちを色やみ L とがめな」

買 し物 k ピ震なことはを使っ

瞬   蠡網 の癢矧 塗 ち艶 執 担磁 L翻 こ遡
社会 円（5）　 あやまちをしたb わびるよっ 1 する

国叩高 〔1ノノ　人 ｝一物 畢を頼二とき　ことわるとき　あ

やまるときなど　辿 切なこと まを使 ノ

柱会中 （16）　 簡単な約束なり寸 るより 」 る

綿
暫 嫐 岫 こめ 勘 淑 繍 鱗

高調 碑 價 秋潜し状鰤 獵 を齣
ギ
◇軌

高 〔b）　友た「｝との 約人を一†る

材会申 （23）　きまワた額の簡 liな晶勒 なり 商店‘＿1丁っ
て賈 フ ニとがてきる

算数中   　　きまっ た鮭段 の 繭単な艮 し 掏がてきる

ピ黝
績 醸

＾
壌o剛 脇 喇 師 げ四」、なと磯 輝

予  ・編 諭麺
轟鋤 鍵 ゴ啣 園以 IQ 貨幣や締 璽 輦力耡 る耄

殺割 弘低学年は 手伝 い も阻 饗 批剖）・夢 喪繋 翫 賦 弧画 虱 ・　 ξ 峯∫獄 鰍一　訟
へへ・ 裡 会 高 ‘躍 ｝　 怕 甲な冥 い物をする ゆの

ス

社会中 （8）　給食 の簡 単な于伝 い やへや のぞ っ しな

とを静 て 分扣し合って す る 馮 〔］51 給 食 幔 手仏 い

低 （D　給食のと呂一食器を並へるなどの于伝げ・を
する

算数高 、81　 定価表が読め て 鱗単なお つりの ある

頁 い 物などがて 6 る 鯉
掘 きまっ榊 買吻 なら 敵

帽
や教室 内外 の ぞ っしなと進 んで皆とし ・しょしする

社会低 〔凶　皆と い っし ょ L 簡単なあとカたつ ナを g 鸚劉
甲驪 職 賊 と力嫡 を 社会中 〔24）　 もた倥い 比ず ほしい もの があっ ぐも

ときにはがまん する

醐 鰍 お吻 ある肭 をケる　 i
る 低 ω 　　誕牛会 遠足 近功会などL 参山「げ る 社公中 〔Z5〕 お金を≠ い せつ r取り扱 ， 低 （3’　もり っ たお 年土 やこ つ カ い や た いせ つ L啅る

象 瓩 低 k27 〕 てきるだ け 使ったもの の あとカ た つ 1ト（1＞　癌 匂会 考∫ 会 などに参加 する 剃会冨 〔26｝　 rF 飛 鬩などの 値段がたい たい わカる 中 （4）　 ちか ねぐた い せ つ噌扱っ

けを ポる 中 〔23｝　 使 っノ もの の あと カ た つ けtす 〜 LD 　蓮 動命 や ゴ芸 会など て 先 彗 の 丁弘 い をす 社会託 〔2B）　 ほしし物や Z 妥 な椥を買ヅ めし貯 商 〔4〕　 子用醐など の およその 値艮が わカ る

る る 浄をづることを知る 筒 15）　こ つ カ い を凵分て考 凡 て使 り

社会高 〔玉3）　 学去会 や 運動会などの ア 校打 事 ｝一中 （3）　誕生 会や学 級 会などて 簡 1
「
i
な役削を果評 高 （6違 涛箪な目鋤販売機を千1聞すが 羅

進んで 参加， る 丁 羽 鍔 専 ・艶 姫   　   賎 鼻 靴ン 等 詰・　 嘱 、憶馬　＿。み 野 　 だ
ラ
鰻

ぐ聖丶 載　
療
  　壼噛

杓 会 凸 （⊥41　 誕生会 や 学芸会 趣励全なとて使 っ 葛 （2）　 地域 の ∫ども全や 僻 りなどの↑」事に霪 加する 理 ｛卜低 〔2） ン　木 の≠ や 落ち葉を拾 っ て 本の実遊 低 口〕　 早 摘み 本の輿拓 い 端ち菓拾 い などをして

し ろ レ うな掬を協同て作 る 詩 （4）　 九生 の 助けを借りて 譜ユ全や 学級合もと ぴ や菓並 へ な どをして 実 や 葉 の 色 形 人 きさなと 遊ゐ
社会葛 （31｝　 旭域の 鐸 りやその仕の行畢なと 1一関 で 峠令 なとの役 割を果广 す ＿関 しをもつ 中 （2｝ウ　ホの 実や落ち乗などを拾 い 中 （D 　 尸「花 ホの 雰 落 ら穿なと 摘 んた 物 抬 ）

L を持 つ 填 電酵 塊や舞聞歯 ξ“餌 どの馴 融薄すぷ

診

季 れ ，を使 う て木 の 実血 ひをく占 っ しブり 草笛つ く丿

ぺ葉並 へなとをし ぐ 笑 茎 共の 色や 形などに気づ く

た物 訓廴っ て遊ふ

制会巾 〔9｝　 い ろ い るな停りの 役割力 た い た い わかる

抵 て5洗 郵 ｛さつ の号ず か1熟コ黒 舷ふ きずとの イ藏　　←　無
ぎ鋤 を騒 爬 ミ

理ぞト低 〔2〕 τ　ぱ コた せ み かた つ む 〕なとの覲 し

みや づ し 動掏をさが しナ リ取った ウして そ の 色 や形

低 （』♪　あ り ち ょ っ　カ た つ もりなとをさカ した り 見

たりし ⊂赴 羨
杜令中 〔14）　 きめられた 幵りの 仕事をきちんとする 中 12｝　教材配りや給食 運 ひなどの 係り活 勁 をする 運 効のしカたなと1 気づく 中 （2〕 エ 　ばヴ せみ 」ト（勧　 身近 1 腎 る昆中 （こんち oう）碩員などを

仕 会 高 （ω　学 級 ての 当番ぐ評りの 仕乎なとを進ん 高 （3冫　 11匹 給食当番 そ 2し当番なと の 幵 ハ尹動 カ た つ む ト〕などの窺しみ やす い 助 物 をさカした ，取 丿見たり取 っ たリケる

て寸る をする たりげご その 佳む場所や 活功の詳子なと 1一関 L をも 目 〔2｝　身近 L いる見 虫 Lこんちゅ 丿〕角 4 曙なと

社会掴 （7） 分担した作芽なとを澱後まCや ，とげる 中 〔の 　簡単な作業を みんなてい っ しょ L す る つ 　高 （帥 イ　田畑の虫を観察レたり 採象したりして一 を飼青し 瀞察する

向 （」） 簡 唯な作業を分担する 住んでしる場所や 1
丁
動の討子を卸 り 二た 飼 ⊃た

1
〕し

手伝 い 堆 堺 ｛中学即’高￥年）鮒 詠   癖   丶
吼’

許 将
諡 ρ ・ 　 罠

　 母碗 サ 冢 蠶 　　遭認  夛 資 ζ それ b の虫 の生 活｝ つ い て 嗣1味 を深める ノ　池

国藷中 （］）ス 　担打 か らの簡 甲なfア呂を家の 入 な 巾 〔1）　直り「の 豸や 他の 教ムなどへ頼まれ た物を やノ］川 （海）て魚　喧　貝などの い う し ろな肪物を観

と｝h 仕 凡 る 届
P7
たり　取り唱行った ，する 露 し それっが住 ん て い る場所弋活動 の 様予に つ レ

国 「吾咼 〔1）ヒ　簡学な伝 口な01L しく仔 κ る 高 〔D　正所 の 承 や他 の 教顎なとへ伝謝 一い く ぐ興眛 を漂める

家庭中 〔22） てきるた け 戸のあけ締 め に気を ワ ける 中   　　は きものの翠とん や 窓 の 聞閉なとの 于伝 い 理肴中 G）ア　牝た んや榊 凡 木 ホちな こ 11作ウや す 中 （幻　阜 化 の球根な とを 植凡 て育てる

高 〔1D ｝ 戸 の あけ紐め や 戸解 まり1一気 をつ ける を3 る い 草 花の種于をまい たり 球根を植が りし C それら 高 （］）　 肖 孔
♪ユ
野韮娠どを栽箪し 観準する

桂亳 中 （δ）　 給食 の 簡 単な手伝 い やへ 气 の ぞっしな r以 3｝　簡単なぞ ，しをする の 牙 ば 尺 や台 ら方 L 闃 Lをもつ イ　まい た 7植 凡 た丿 低
ん
伺
州
漸物園・牧蒭鰡 風

とを皆 ⊂分 担 し
△ってす る 盲 （15）　 給食の 手伝 い 盲 （訪　きめられた場所の ぞル をつる した種 ∫や球根力 よく育つよつに tドF高を引る　叫 （1） 中 〔3）　 身近k い る小動物をカわ い カる ◇

や教宝 内外のぞ っしなと進んて皆とレっしょ1一す る 高 （の　ぞ っ し用卿　迷動用鼻 図衆 などの 軟 琿 肱 と ア　花たん ；球根を植乱たり 水訊培などをして 花　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 喜 （3〕　 蚊 や ぱ xLなとの 言虫 を駆除づ る 金

ん をづる 力 畔 くまて の様子 を観寧し その 育ら方など：旨興咏や

穿 庭 巾 130＞　 また き　ほ っき そ っきん などを使って よ 協佃腰 嘩がきを買 い 1ζ行 く母 の お菠 い をす 葛 ウ 閼 L を深 める

これ たところを 毳 れい ｛す る 斗 〔26）　 はたき　の き   理利底 〔4＞イ　 い ろ い ろな機会 を通 して 十地 L よ山 低 樹 　公園 野山 川 毎なとで魁 ふ

そ 丿きんなとを使って そっしをづる 中 （の　 早 花 や 飼っζいる動物の 寸」¶の手伝 叱 を 丘　川　池　楽 なとの あるこ とを知る 中 〔4）イ　≠校 低 （5）　 「劃 1さま」 「お月さま　 「お星さま　などか

する の 血 くの 山　 h　川　池払ごを解察し 士地1＿は寓 し わカる ◇

高 （の　 押 札や飼って レ る動物 の 世 画を 夕る 所や低 い 所 水の たま丿ζいる 「，1や 沈肌て腎 る所なと 中 （b）　 太 陽 月 皐二とと界 夜 の 簡 単な園係がη

カ あることネ知る かる ◇

杖会巾 （ユ｝　友遭オ らfr←りノクレヨ ノ や絵本 直 具な

とを（いねい ［扱 っ て止 ゲ返1 轍蠶蠶購靆  β
迎叫崗 （4）オ　大陽は毎「叫Lカ っ 出て画には い るこ

とカ わカ り こ乳 り をもとしして車西 南 七の ゐ負を知る

高 〔B〕　大 』 の出 没 の方角や 月の 澗 ら欠 けなどカ わ

かる

社会申 （り　遊ひ 道具や 学習用且 そつし迫具 学 入ジ 理 謂 低 （1〕ア　その ときどさの隔 螢 而などの天 気 低 ｛δ〕 目月 雨なとの 大気力わ オる

慨乂 庫 の 本など　ゴ級の 術 品を人 臥 一取 り扱 っ 高 （10）　 道共 や奇鼻をハ せ つ 1 扱フ カわカる 中 （4〕ア　 天気 L は 肩 里 rb 丑な どが 中 （の　弘 は或く 夏は 暑いなどの季節の 特像が わ

彳1会低 1呂｝　皆と緊 っし新 噛簡弓なあとヵた っ ナをす 屮藁6欺 髄 のあ勲浜 〜けをずる 罵戴 あ ト〕また　風 の 眇 く日もある こ とを気rlる 　高 〔4）イ　季 カる

る 鰤 L よ丿て 尹さや笋焔 違 い の ある」とを蚰る 噺 〔ア〕　 四季 の 変化がわ カる

氛 毘 低 湿7〕　 てきるた け　廴丿督 の のあとオた つ 商 （5〕　 ア レヒ ラノ万 の 六 気予報を利用する O
けをつる 中 、ど3）　使ったもののあとカたづ けをする 体育低 （〜  　 カ ひ の は 凡 たものや 腐，ナものを食 高 く6）　地 震 や 冒 風 なとr噛閼 L をもつ 　◇

家庭論 ｛2∂〕　 ハ ノ 々チ　くつ 丁なとの洗た くや　簡 高 （6〕　 ハ 〆 カアやくつ T などσ）洗 たくや簡 卑な† タ へた りしな い よパ する 高 〔鱒　 力 ひ の はガ もの ぺ腐ワたものカ わカる

単 な
ト
タ ／ つ けをする ／ つ け瑁 る 理科低 〔5）ア　風中を風 1 あて て回 して遊 ひ そ の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

属中 学 図 画呂　 芽近 な膏尹弌 用」
コ
などの修理 力て き 献 解 修甜の描 爵すガ建 まわ リブ」を観察 ヶる　卸 （6｝ウ　せ っけんを水 1噌硲 力 低 〔ア〕　 ／ ヤ ずノT 風 1などの 毒ひをよる

る 高 （8）　短 1喀問 ならは ぴとりで留守番をづる 〕てせ ，けん水を作 ウ ノヤ十 ノ 干 荊ウい て その 大き
弐 や 色厂興球をもち 叺き方をくふ っ 1 る

きまり急ギ 勠 き 略貫 滞 虻鼈 肱診 玉蔚　 ρ岬 “識 曳 ボ 薯 　壽  　 、 蚰 幽 獣 燈　　ヂ 警　》　 ／理 脅中 〔5〕ア　メLの夫やその 他の伺料てこまを勲 り 中 （7〕　 紙飛行機 舟 こ まなとを作っ て遊舶
よく回るよ嘱　くふ っして疏か

縄朦鴇灘灘 講聴鑷 ρ 理科低 L5〕ウ　磁贋を使 った遊ひなとをして 熾右　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 中 （8）　 磁 石 乾電池などを仕って遊 ふ

麟 の はた ら訓 「潤 L をもつ 中 （b｝」 　棒 憮 石 や U 融

壷」2）醜 暾 の 嚇 1膝冴弘 換 石を使って砂鍔を隼め たり くきなとをつけたりして

家庭低 〔32｝　 だまって 遊 び 　・カな しよりuす る 中 〔D　外山 笋る時 ま 詠 の人　彳1き先を告ける 磁看 の はた ヒ）き‘魑開 し亡もつ

中 （2r〕　 遊ひ1一い くときは豸の 人L古げる 高 〔2誹 島 （D　外 出3 る時 よ汀
キ先 用 件 おお よその 帰 理 刑高 〔7＞イ　瓶て ， ぱ フ や 水て っ ぽ っを作 り⊥ や 高 （  　水鉱砲 爿電誦 广こなどを作って遊 ふ

外昂 タる野 は 冢 の 人し行きさきを告け る 宅時刻を家 の 人 L 古 デる 水がよく飛 ゐよっ 1＿くふ っすコ 高 防 ウ　辛五話を伜っ

仕 全 低 Q の　始 津や終業 埜 食などので  図 力た 低   　始黛 終搾 給食などの 合 い 図 L したがう て遊ひ で力 弄を伝わ ，⊂聞こ 凡 ることを圸 る

い た い わ カる 中 〔3）　 ゑ 鹿 や学 校の 日課 i そ 2 た
ま「冨 をする 理刑高   工 　 虫めオねて もの を見たウ 些めブ ね 民 UD｝　虫 めがね 乾電 池などを使って逆ρ

社会中 〔】勺　 デ校 の 冂開　そ った 彳亅動 がた い 弋 い L 九をあて ⊂早い 紙を忙 がレたりして 虫めがね の は

できるよっ 1 壁る　
ご「

〔8）　 字校 の 1』恥」そって きま 蟇驫 黎鬻
糎な醐 ま 棚 彳灘 戟

たらきを知る

りよく行動する 珂科低 （5）亠 　 水直 のせ ん や 无燈 の スイノ チの 扱 ｝ 〔9〕　 亀灯のスイノチ 匪中屯灯なとの 扱い r＿なれ

低 〔劭 　⊥ は き 下は きを区別 する い 方 トアや 智 の 開け力や締 め 力がわ カる 中 （6｝ る

社会低 〔12｝　 トばきと下 はきを区別したりごみ をこ 低 （4）　こみは一み箱 1層捨て る オ　 はさみ 小 刀 へ’デ くき鳳 き 俵 中竃 燈 吸 レ 高 に 1｝　 鮃 甲な五磯器員など の 扱 い になれる

み織一捨てるなどの芋級’、おける柚 甲なきまりを知る 嘸 亡げ 紬 足磯 の 晦靱 ぶゆ婦 し綱 る歌 庖 」 けナ ／ プなとのよ 沌 身 近な生 盖で f鮮「れ て レ る簡

社会低 （4）　 他 人 の物 をたまっC抒 ワ〔レカ な レ 低 （の　むや みに 他の彖や 教塞には し らない ◇ 単な巻 目や道βの よたら凄を知り その扱叫 旨旧れる

低 （6）　他人 の物や ア枕 の梅を無 断 C持っていカ な

し

巾 （の　 学校 の 図査や ス 十
一

ノ用具など 仗っ武 ら

讃会   勹 〔り　皆て便男匠ひ道具や学習用 具 て ル カ なbT 返す

道具や学級文犀 の 本なとの掌級の 働昂を捷ったワ
止 しくもとの仁跚 もどす
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岡　　典子 ・巾村満紀男 ・吉井　　涼

あ り、公 園や船、建物 の
一角で、夏休み等に

一

時的に 開催 され た 。 屋 外で あ る の は清浄 な空気

を得る た め で あ るが 、戸外学校で は同 時に良質

の 食事 、 休息 、 入浴 も提供 され 、 看護婦 に よる

体温や体重の 測定も行わ れ る。対象児は ほ とん

どの 都市で は非開放性の 結核児で あるが 、 ボス

トン の ように貧血 ・栄養不 良 ・腺肥 大、病気か

らの 回復期児童 へ 対象を拡大 した り、事業の 最

初か ら虚 弱や 貧血 ・痩せ て い る子 ど もを対象 と

す る ハ ー トフ ォ
ー ドの よ うな都市 もあ っ た 。 ま

た 、 開窓学級 （open 　windows 　classes ） と して 、

短期の 事業か ら通年の 事業へ と展開 して い っ た

（Ayres　［1910］　45−72）o

　通 常学級か ら分離 した戸外学校や 開窓学級 に

お い て 教育委員会が 特別な教育 を提供 する開設

の 趣 旨は、戸 外学校は公立学校の 拡大 として類

似の ニ ーズ をもっ た子 どもを集めて 、他の子 ど

もか ら分離 し、健康を促進する とともに、教育

の 目的を達成す る こ と、子 ど もを治癒 し、有用

な市民 にす る こ とで教育投資の 経済的な損失を

防止する こ と、健康を回復す る こ と で 、 学業の

遅れ や 水準低下 を 防止する こ と （Report 　of 　the

Commission…Boston 匚1909］7−9）が 基本で あ

っ た 。 また 、 結核予 防団体の ような他 の 機 関の

協力 を得 る の が
一般的だ っ た 。戸外学校 もまた、

多様 な子 ども集団 の さ まざ まな ニ
ーズ に対 し

て、学科課程 ・進級 の 方法を調節 し、子 ど もの

生活 と関連づ けなが ら 、 公立学校制度の 効率 を

維持す る と い う意味で 、 こ れ まで の 公立学校制

度内で 試み られ て きた公立学校機能の 調整 ・拡

大で あ っ た （Cleveland・751h・AR ［1911コ20−21）。

むすび

　20世紀転換期ア メ リカ とい う時期に 、 公立学

校と い う場 にお い て 、教育 ・指導 ・管理上 の 諸

問題 に対す る認識 とその 対応が 、問題ない し障

害別カ テ ゴ リ
ー

に基づ い て どの よ うに分化 して

い っ た の か 、そ れ が教育 ・指導上 の 問題 に ど の

よ うに焦点化され て い くの か 、親を含む教育関

係者は どの ように対応 した の か に つ い て 、 教育

目的 ・本質論を中心 に まとめ て み た い 。

　19世紀末までは 障害児教育の 定型であっ た寄

宿制学校や 施設 に 加えて 、公立学校特殊学級 は

新 しい 障害児教育形態 と して 、なに ゆえにそれ

まで の教育の 目的 ・
本質論 を革新す る可能性が

あ り得た の で あろ うか 。

　第
一

に 、 寄宿制学校 は障害児教育の 制度 ・内

容
・
方法を確立 したが 、 他方で 、 寄宿制に伴 う

限界 が明 らか とな っ て い たか らで ある 。 全国慈

善矯正 会議 （The 　National　Conference　of 　Charities

and 　Correction： NCCC ）で は 、 子 ど もの 成育の

場 は コ ミ ュ ニ テ ィ
・家庭 こ そ正 常基準 で あ り、

寄宿制教育施設 の 役割は限定的で ある こ との コ

ン セ ン サ ス を確認 した ばか りか 、 大都市の 公立

学校で は、非行児を含め て 聾児 と盲児 の 通学制

形態に対す る支持 を表明 した （Hart［1906］88）。

こ の こ とは、20世紀初頭 に は児童の ケ ア の 方法

全体にお い て 大 きな潮流 の 変化が あっ た こ と を

意味する 。

　 第 二 は、公立 学校 とい う場で 障害の な い 子 ど

もと同等の 根拠 と教育の 場に お い て 、普遍的な

教育の 根拠 と意義を適用 して、新 しい 障害児教

育の 世界を創造する可 能性が あ りえた か らで あ

る。 障害者 だ けの 空間で は な く、
コ ミ ュ ニ テ ィ

の 公立 学校 とい う場で 正常児 とともに協力 しあ

っ て 教育 に よ っ て 社会 の
一

員とな り、民主制社

会 に貢献す る とい う理念は 口話法運動で 採用 さ

れ 、 盲学級以降の 精神薄弱以外の 障害 カテ ゴ リ

ーで 採用 された 。 それ は 、 正常化 とい う考え方

で あ り、特殊学級関係者を含め て広 く受け入れ

られ る こ とに なる 。

　 第三 に 、公 立学校特殊学級 の 教育 にお い て、
一

般 の 公立学校教育における問題解決 の 提案が

可能で ある と考 えられ たか らで あ る 。 そ れ は子

どもの 個別性 の認識 と指導へ の 反映、環境的な

調整の 導入、子 どもや 当事者の 尊重 で あ り、 こ

れ らは相互 に 関連 しあ っ て 考慮 され た の で あ

る 。 各種の特殊学級 に共通する考 え方 として提

起され 、 と りわ け教育改革的志向 をもっ た教 師

が共鳴 したの は 、 心 身状態や家庭環境 とい っ た

子 どもの 現実 を前提 とし 、 それ か ら教育活動 を

開始する 学校 の 設定で あろ う。 そ れ は、子 ど も

一
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公 立 学校 にお け る特 殊 学 級 の 開設 と教育 目的 ・本質論革新 の 可 能性

が学校 に合わせ る の で は な く、 逆 に学校を子 ど

もに合わ せ る と い うもの で あ る が （lrwin＆

Marks ［1924］）、 特殊学級の 教育の 内容 と方法

は 、 まさ に学校と教育を子 どもに 合わせ る考 え

方か ら出発 して い る 。

　第四 に、公立学校特殊学級教育で は、改めて

教育 の 意義が提起 され た か らで ある。肢体不自

由児 とて ん か ん児の 公立 学校教育にお い て も教

育の 非代替的な有効性が認識 された し、 通学制

盲学級で は寄宿制盲学校で は代替で きない 利点

が示 され た 。 なか で も、通常教育の 目的 と内容

にお い て 非連続 的な部分が あ り、 3R
’
s の 教育

の 意義を問わ なけれ ばならなか っ た精神 薄弱児

特殊学級教育 にお い て 、 新 しい 教育 と学校の 次

元が 開発され る可能性があ っ た 。 事実、第
一世

代の 教員 は、そ の こ とに努力 した の で あ っ た 。

　 しか し初期 よりも特殊学級が確立され た後の

時期に、第
一線の教員や 指導職 よ りも教育長等

の 主張が 、 よ り形式的 にな っ て い くし、 効用性

が 第
一
義的 とな っ て きて 、特殊学級教育の 斬新

性 は希薄化 して い く。 た とえばク リ
ーブ ラ ン ド

の W ．H ，エ ル ソ ン （William　H ，　Elson）教育長 は 、

特殊学級教育の 目的 と教 育内容に つ い て 、「概

して 、 す べ て の 欠陥者集団の 学校はあま りに教

科と学 問だけで ある。そ の 学校は 、 手に よる仕

事の ス キル に役 立 つ こ とを多 く行 うべ きで あ

る 。 そ の 学校 は、も っ と直接に 自活 と働 くこ と

で の 自立 を 目 ざすべ きで あ る」 と要望 して い る

（Cleveland　81st　AR ［1907］ 37）。 こ の 要望 は 、

寄 宿制学校 を含め て ま っ た く時代錯誤 で あ っ

た 。 シ カ ゴ の 児童研究部に い た F．G ，ブ ル ー
ナ

ー

（Frank　G ．　Bruner ）に至 っ て は 、 1910年代初頭

に お い て おお かたの 教育委員会の 見解 と して 、

精神薄弱児の 教育 は 公立 学校 の 法的義務で は な

い とする （Bruner ［1912］112）。

　 もう
一

つ は、教育委員会の パ タ
ー

ナ リズ ム で

ある、特殊学級 初期 にお い て パ タ
ー

ナ リズ ム が

必ず しも顕著で なか っ たの は 、 当事者自身が 主

導 した こ とも関係す るで あろ うが 、 20世紀初頭、

ク リーブ ラ ン ドで は各種 の 特殊学級を展開 し、

充実 した時期 で あ っ た 。 そ の 時期に E ．E モ
ール

ト ン （Edwin　 F．　Moulton）教 育長 は、障害生

徒 に対 して 「成人 した男女で あっ て もまだ子 ど

もで あ り 、 偉 大 な 国 の 被 保 護 者 」 と し た

（Cleveland　69th　AR ［1905］83）。

　 と こ ろ で 、 何 らか の 点で逸脱 し た 生徒 に 対 し

て 公立 学校が 制度的に排除 した仕組み を作 っ た

の か、教師が その イ ニ シ ア テ ィ ブ をとっ たの か

は一概 には い えな い
。 迷惑や負担 に思 い 、また

排除的行為をとっ た校長や教師が い た こ とは明

らかで あるが 、しか しそ れが一般的 な反応で な

か っ た こ と も同時に 明らか であ る。制度 自体 も、

学業や行動 に お い て 逸脱 した子 どもに対 して 、

個別的 な援助 をするこ と で 、 教育的 に調和的な

状況 を生みだそ うとして い た 。 もっ と もそ の 基

本 は分類処遇で あ っ た か ら 、 改善可能困難児 の

排 除を前提 とした うえで 、 よ り経費を要す る教

育的対応 と成果の 評価 しだい で 、そ の 後 の 展開

に お い て 特殊学級 の 排 除性が変化する こ とは当

然 あ り得た し、教 師適任者の 有無 もその 可能性

を左右 した 。 適任者の 減少 は、こ の ような新 し

い 事業 に対す る教 師 （候補者） に よ る教育的 ・

社会的 ・経済 的評価 の 低 下で もあ っ た で あろ

う。

　20世紀転換期 と い うプ ロ グ レ ッ シ ビズ ム 期の

公立学校に あ っ て 、特殊学級が ど の よ うな位置

をもち得た の か を示すこ とも、 難 しい 問題で あ

る 。 とい うの は、プ ロ グ レ ッ シ ブ に よる公 立学

校改革 の
一
環 と して 特殊学級が開設 され た の は

事実で あるが 、 その
一

方で、その 制約 を設 けた

の もまたプロ グ レ ッ シブで あ るか らであ る 。 第

一
次世界大戦の 数年前 の ク リ

ー
ブ ラ ン ドで は 、

」．M ．　H ．フ レ デ リ ッ ク （J．　M ．　H．　Frederick）教育

長は、良 き個 人 を育成す る と ともに、良き市民

を育成す る と い う公立学校の 目的 を、 特殊学級

生徒に も援用す る 。 個人 の力 を最大 限に する こ

と、考える力 、 実行す る力、正 し く認識す る力、

内部にある認識 に近 い もの を 自己 か ら発する 力

で あ る （Cleveland　78th　AR ［1914］23， 25， 26，

27
，
38）。 こ うして 障害児 は 、 よ り高度な生活

に、そ して よ り大 きな助力と希望へ と向上 可能

とな り、公的負担 に な らな くな る 。 しか し、 フ
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レデ リ ッ ク教育長が 精神薄弱児 に対 して も州支

出を求 め る と き、 その 根拠 と して、旧来の 脅威

論 とその 中核 で ある家系遺伝論が蘇 る の で あ っ

た （Cleveland　80th　AR ［1917］42；81st　AR ［1918］

76）。

　結局、理念と理論にお い て は改善可能性 を開

発す る ため の 方法 と社 会的貢献 を前提 として 、

公立学校 に在籍す るすべ て の障害児が 対象とな

るが 、 公金の 支出の有無や増減 は 、 それ ぞれ障

害カ テ ゴ リ
ー

の 社会的効用を基 準 と して 左右 さ

れたの で ある。こ れ を教育の 目的 と関連 させ て

い えば、社会へ の 所属や 参加の 程度 と内容 が、

19世紀障害児学校の 成果の うえに シテ ィ ズ ン シ

ッ プ （citizenship ） とい う用 語に よ っ て 表現 さ

れる こ とに なる 。 文字通 り、 障害の ない 子 ども

と同等の 程度 と内容が期待 され る障害カテ ゴ リ

ー
か ら、19世紀的 職業 自立 、あ る い は コ ミ ュ ニ

テ ィ へ の 単なる空 間的な所属 と迷惑に ならな い

存在ま で 、多様な意味をもつ ように な る 。 それ

が さらに具体化 されるの は、1920年代になる と

公立 学校 にお い て特殊教育制度 を設ける大都市

にお い てで ある。

駐 】

1 ．「周辺状態」にある と は、子 ど も に 明確な障害

　は な い が 健康 ・環境条件に よっ て 、障害 と 同等

　の 教育的 ・社会的に 不利な状態を意味す る。

2 ．中村 満紀男 ・岡典子 （2010）20世紀転換期 ア

　メ リ カ都市公 立学校 に お け る教 育 の 目的 と本

　質 一
手話 法か ら口 話法へ の 転換と 正 常化

一。東

　日本国際大学福祉環境学部研 究紀要，6，1−26、

3 ．プ ロ ビ デ ン ス の 規律 ・特別学校担 当 の 指導 主

　事は、G．　S．ホ ール G．　S．tanley　Hall（1844−1924）

　の 遺伝説 を忠実 に敷衍す る が、そ の
一

方で 成長

　と発達が 現れ る に は 、 環境 要因が不可 欠 で ある

　こ と も指摘 して い る。か くし て 、「未発達状態に

　合致 し た 訓練」 を用意す る の は 、親 と教師 の 任

務 とな る 。また、未発達状態に対す る体 罰 と画

　
一

的な方法 は厳禁さ れ る 。 「特別な規律
一
“
一
“

（訓練）

　と指導の 学校が 運営され る の は 、 特別な訓練 と

状 態 に 対す る 調 節」 の 計 画 に 基 づ い て い る 。

　Providence　School　Committee　Report　for　1899−1900，

　 213−214．

4 ．しか し精神薄弱特殊学級 の 役割 と実体は、精

神 薄弱 の 脅威 性 の 減 退 や 学業不振問題の 規模 の

大 きさと継続性とあい まっ て 、1960 年代 の 軽 度

級精神薄弱児 の 過剰 入級 問題、1990年代以 降の

　イ ン ク ル ーシ ブ教育運動にお け る特殊教育批 判

　にみ られる ように 、現代に至 る まで 繰 り返 し公

立学 校にお い て課題 と して残 っ て きた 。 精神薄

弱特殊学級開設 を め ぐる 議論 につ い て は、安藤

　（2001） 83−88を参照。

5 ．フ ァ レ ル の 実践か ら導 き出さ れ た 叡智は並 々

　な らぬ 水準 に あ る。そ れ は 、 ウ ィ トマ
ー

主催 の

夏期講習 に お け る 受講者 との 円卓会議に お け る

質疑応答の 記録 と し て 、ウ ィ トマ
ー

の 高 い 評価

　を含む前書き付 きで 残 さ れ て い る 。 Farrell（1911）

Round 　Table　Discussions　 with 　 Student　Observers．　 In

Witmer ，138−204．なお 本書に は、フ ァ レ ル 執筆の

特 殊学級 の 組織 と活動に つ い て それ ぞれ 1章が

充て ら れ て い る 。

6 ．1900 年 代末 の ク リーブ ラ ン ド教育 委員会 は、

早期退学 ・学業不振 ・留年 の 繰 り返 し に悩ん で

い た 。 85％ の 生徒 は初等段階 で 教育 を終 え て い

　た （Cleveland　73・d　AR ［1909］ 24−33）。 他方 で 、

1910年代初頭 で は 未曾有 の 通学者 の 増加が あっ

た 。 直近 の 9 年間 の 増加数が 、その 後の 増加数

　と ほ ぼ等 し か っ た 。 ユ 万 7 千 人台の 増加し た 生

徒 を教室 に収容 し、有能な教員を増員 す る こ と

は、私 たちの 資源を最大 限 に ま で 圧 迫 した一一一一し

か し基金不足 は校舎の 増加 も教員 の 増 員 もま っ

　た く不 可能 に した （Creveland　79th　AR ［1916］15−

16）。

7 ． 特殊学級教員に は加給があ っ た ため、特別教

科担 当教員 と同等の給与が 与えられ、通常 学級

教員よ りも給与が高か っ た し、特殊学級指導主

事は 、他の 各教科担 当指導主事 と 同等 の 処 遇が

　な され た 。
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The  establishment  of  city  publie special  classes  and  its potentialities of  innoyation

           of  education  in the turn of  twentieth  century  America

Noriko  OKA',  Makio NAKAMURA",  and  Ryo YOSHII""

  The  purpose of  this paper is to investigate the intention and  essence  in the educational  plan and

practice by the schoel  ofTicials, principals, and  teachers, etc.  for the remarkably  deviated students  in

respect  of  academic  performance, discipline, and  health in city public schools  in the turn of  twentieth

century  America. It was  ungraded  classes that were  started  at the end  of  the nineteenth  century.  The

ungraded  classes  tended to become to be deviating student's  dumping  ground  though  these  classes

aimed  to return  backward  students  to the regular  classes by individual instruction of  the few students,

and  achieved  a  measure  of  success  in returning  to their forrner classes.  [[1ie ungraded  classes  became to

diffbrentiate into the classes ofthe  
"feeble-minded,"

 the blind, 
"crippled,"

 and  the open  air school,

but still the school  officials and  principals felt the necessity  ofungraded  classes,  and  these classes had

noticeable  tendency toward dumping as  before. Adeption of  another  name  in place of  
"feeble-minded-

ness"  was  unsuccessfu1  in solution of the stigma.  The  purpose of  various  special classes was  basically

the social adjustment  to 
"normal"

 society, and  the opinion  among  panies concemed  was  not  neces-

sarily agreed  in the disability category  such  as  
"feeble-mindedness".

 Moreover, a  few of  clinicians in

psychology and  edueation  had interest in students  without  distinct disabilities and  difficult social  ad-

justment in order  to help to adjust educationally  and  socially.
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